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学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

診療科目 ご案内
ご来院の際は４００台収容可能の
駐車場をご利用ください。

●外来受診・お見舞い
　４時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
●検査・手術付添等に関わる長時間滞在
　８時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
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E-mail：info@shinkomonji-hp.jp
http://www.shinkomonji-hp.jp

NPO法人列島会
創造館クリエイティブハウス 印刷事業部
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検 索新 小 文 字 病 院
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患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

内　　　科 消化器内科 内分泌・糖尿病内科
循環器内科 呼吸器内科 外　　　科 呼吸器外科
整 形 外 科 リウマチ科 形 成 外 科 皮　膚　科
泌 尿 器 科 放 射 線 科 脳神経外科 脊髄脊椎外科
救　急　科 病理診断科 リハビリテーション科 麻　酔　科

至門司港

新小文字病院
ウエスト

門司駅

北九州都市高速 4号線

トライアル

大里IC

手向山

大里戸ノ上

大里本町三丁目

戸ノ上一丁目

西鉄バス 新小文字病院前バス停で下車すぐ

門　司
郵便局

至小倉 JR鹿児島本線
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駐車場のご案内交通アクセス

71

Desig
n

松原二丁目

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針

病院理念等の字句修正に対する当院の基本的な考え

下関市 「赤間神宮 先帝祭」下関市 「赤間神宮 先帝祭」

施設参加型研修会後期開催予定表
医療連携室

病棟シリーズ・第2回
手術室副師長・岡本真美

天華外科医院
かかりつけ医紹介㉓

施設参加型研修会実施報告
薬の上手な使い方・危険な使い方

ＩｎＢｏｄｙを導入しました
体成分分析装置

「食中毒」に気を付けよう
内科医師・戸田未来雄

「イキイキ健康体操・健康講座」が好評
７～１０月の開催日程表

「誤嚥性肺炎」
嚥下について

トピックス　第１回施設参加型研修会 「それって、大丈夫？～薬の上手な使い方・危険な使い方～」

　今回、初めて薬を研修テーマに講義させていただきました。
初めての研修テーマということでどのような内容にするか悩み
ました。薬剤を上手く使いこなすために薬がどのようにして効
果を出しているかという薬理作用、服用後の作用時間、服用回
数や剤形などの基本的な話をさせていただきました。
　内容が専門的で難しかったと思いますが皆さん集中して真剣
に聞いてくださり、介護の現場では薬が本当に身近な問題であ
ることを感じさせられました。
　後半はその介護の現場で問題になっているポリファーマシー
（多剤服用）の問題について皆さんと一緒に考えていただきま
した。
　高齢者になるにつれて複数の疾患を持っておりその疾患に
対して薬をそれぞれ服用しているので薬の種類と数が増えてい
きます。また、高齢者は加齢により肝臓や腎臓といった薬を排
泄する器官の機能が低下してきます。そのため多くの薬を服
用していると有害事象が起こりやすくなります。できるだけ『無

駄な薬（不必要な薬）』は減らしていきましょうというお話をさせ
ていただきましたが、皆さまにかなり共感していただきました。
　多剤服用を生む一つの原因は薬に対する無関心だと思いま
す。この問題を解決するために、この研修会で他職種が常に
薬に関心を持って問題解決に取り組むことが重要だと感じまし
た。今後も研修会を継続して行き、参加者と一緒に問題解決
に取り組んでいきたいと考えております。ご参加ありがとうご
ざいました。

薬剤科　原 知斉

●今まで服用した薬や使った薬の
名前、のみ方、量や過去に経験
した副作用等を記入する手帳

●手帳を掲示することで薬の重複
が防げます

お薬手帳を知っていますか？

18:00 ～ 19:00

18:00 ～ 19:30

18:00 ～ 19:30

2019年 ④ 8月15日（木）

 ⑤ 9月19日（木）

 ⑥ 10月17日（木）

実施予定日 研修テーマ 講　師 時　間
ちょっと待って!! その傷はスキンテア
（皮膚裂傷）ではありませんか？
わかりやすい!! ＢＬＳ
～実践を通して、マスターしよう～
感染対策の視点で行う“環境整備”
～それって、本当にキレイですか？～

救急外来看護師

感染管理認定看護師

皮膚・排泄ケア
認定看護師

新小文字病院 2019年度 施設参加型研修会開催予定のご案内

※参加費 無料　※毎月第３木曜日の１８時～１９時まで。 実践を含む研修は１８時～１９時３０分まで。 ※時間が変更になる場合があります。
　本年度も様々なテーマを用意しておりますので、ぜひご参加ください。



平成30年当院のアルコール＋石鹸使用回数（回/患者/日） 原因物質別月別 食中毒発生件数（平成30年）
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温
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・

フ
グ
・
貝
な
ど
の
自
然
毒
、
ア
ニ
サ

キ
ス
な
ど
の
寄
生
虫
な
ど
も
あ
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食中毒予防の三原則
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保 管 加 熱
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内
の
電
気

抵
抗
値（
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
）を
測

定
し
、
体
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体
水
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ミ
ネ
ラ
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体
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す
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で
す
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食
事
内
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聞
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だ
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で
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わ
か
ら
な
い
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養
状
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む
く
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身
体
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ラ
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体
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け
、
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ア
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ま
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ょ
う
。

　

I
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B
o
d
y
で
の
体
成
分
測

定
は
、
こ
の
よ
う
な
疾
患
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門
に

治
療
す
る「
肥
満
外
来
」で
の
み

行
っ
て
お
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ま
す
。
ご
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
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。

●「
肥
満
外
来
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週
月
曜
日
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In Bodyによる測定では
標準体重に対して筋肉量がどのくらいあるのかを算出することができます。

適切な食事と運動

満
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
肥
満
を

予
防
す
る
に
は
？

症
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In Body

体
成
分
分
析
装
置

を
導
入
し
ま
し
た
！

に
気
を
付
け
よ
う

気
を
付
け
よ
う

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
肥
満

▲体脂肪量が多く
　身体を支える
　筋肉が少ない

▲筋肉量が少ないため
　体重に対する
　体脂肪量が多い

体　　重

筋 肉 量

体脂肪量

 低 標準 高

体　　重

筋 肉 量

体脂肪量

 低 標準 高

体　　重

筋 肉 量

体脂肪量

 低 標準 高

体　　重

筋 肉 量

体脂肪量

 低 標準 高
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よ
く
健
康
番
組
な
ど
で
も
運
動

を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
日
々
の
生

活
の
中
で
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を

継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
同
じ
目
的
を
持
つ
仲
間
と

一
緒
で
あ
れ
ば
飽
き
ず
に
続
け
ら

れ
る
と
考
え
、
従
来
行
っ
て
い
た
健

康
講
座
に
健
康
体
操
を
掛
け
合
わ

せ
ま
し
た
。
当
院
医
師
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
職
員
が
考
案
し

た
健
康
体
操
は
椅
子
に
座
っ
て
も

出
来
る
体
操
で
す
の
で
、
ま
ず
は
一

度
体
験
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

　

健
康
講
座
は
医
師
や
医
療
技
術

部
職
員
か
ら
の
お
話
で
す
。
健
康

管
理
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
正
し
い
知

識
を
得
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

知
識
を
つ
け
て
自
分
自
身
や
家
族

を
病
気
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

会
場
は
当
院
第
１
駐
車
場
奥
の

ス
マ
イ
ル
ス
タ
ジ
オ
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
の
笑
顔

で
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
ス
タ
ジ
オ
に

し
た
い
と
思
い
を
込
め
て
当
院
ス

タ
ッ
フ
が
命
名
し
ま
し
た
。

　

是
非
ス
マ
イ
ル
ス
タ
ジ
オ
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

地
域
医
療
課　

安
田 

め
ぐ
み

　

近
年
、
日
本
人
の
肺
炎
に
よ
る
死

亡
率
は
上
昇
傾
向
が
続
き
、

2
0
1
1
年
に
は
脳
血
管
疾
患
を

抜
い
て
第
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
高
齢
者
の
方
が

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が「
誤
嚥
性
肺
炎
」で
す
。
年
齢
を

重
ね
る
ご
と
に
飲
み
込
む
力
は
低

下
し
、
誤
嚥
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
際
ま
ず
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
毎
日
の
食
事

で
す
。
今
回
は
食
事
介
助
を
す
る

際
の
姿
勢
や
方
法
、
食
事
形
態
の
調

整
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
目
が
覚
め
て
お
ら

ず
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
状
態
や
、
食

事
に
注
意
が
向
か
ず
に
き
ょ
ろ

き
ょ
ろ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態

は
誤
嚥
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
ず
は
摂
取
前
に
覚
醒
を
促
す
こ

と
や
食
事
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

体
が
傾
い
て
い
る
、
上
を
向
い
て

飲
み
込
ん
で
い
る
、
こ
の
よ
う
な
状

態
で
食
事
を
摂
る
と
誤
嚥
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
体
や
首
の
角

度
を
調
整
す
る
こ
と
で
食
べ
物
が

通
り
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
介

助
さ
れ
る
方
の
疲
労
も
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

歯
が
な
い
の
に
普
通
の
食
事
を

食
べ
て
い
る
方
、
食
事
や
水
分
で
む

せ
る
こ
と
が
あ
る
方
な
ど
は
実
際

の
飲
み
込
む
力
に
合
っ
て
い
な
い

食
事
を
摂
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
ミ
キ
サ
ー
食
や

刻
み
食
へ
食
事
の
形
態
を
落
と
す

こ
と
や
水
分
に
と
ろ
み
を
付
け
る

な
ど
、
そ
の
人
の
飲
み
込
む
力
に

合
っ
た
食
事
に
調
整
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ス
プ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に
食
事
を

と
っ
て
食
べ
る
こ
と
や
次
々
と
食

事
を
口
へ
運
ん
で
し
ま
う
行
為
は

危
険
で
す
。
一
口
の
み
込
ん
だ
後

に
口
の
中
に
食
物
が
残
っ
て
い
る

場
合
に
は
食
べ
物
の
量
が
多
い
と

判
断
し
、
一
口
量
を
少
な
く
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
一
口

を
介
助
す
る
際
に
は
口
の
中
や
喉

に
食
物
が
残
っ
て
い
な
い
か
、
喉
仏

が
し
っ
か
り
と
動
い
て
飲
み
込
ん

で
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

簡
単
で
す
が
、
食
事
に
関
す
る
3

つ
の
注
意
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。①

〜
③
の
項
目
に
注
意
し
少
し
で
も

食
事
を
美
味
し
く
、
楽
し
く
、
安
全

に
摂
取
で
き
る
よ
う
に
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
院
の
言

語
聴
覚
士
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　

言
語
療
法
室　

池
上 

京
賀

当院の食事の一例　～鶏肉のクリームソースかけ～

❶ 

食
事
形
態

❷ 

一
口
量
と
ペ
ー
ス

咽頭と気管が直線になり
誤嚥しやすい

咽頭と気管に角度がついて
誤嚥しにくい

気管
気管

咽頭
食道 食道

咽頭

「
誤
嚥
性
肺
炎
」

嚥
下
に
つ
い
て

一般形態 易消化形態（一口大） 刻み形態 ミキサー形態

正
し
い
姿
勢
で

食
事
を
摂
る
！

2

そ
の
人
に
あ
っ
た

食
事
形
態
、一
口
量

ペ
ー
ス
を
守
る
！

3

1

食
べ
る
こ
と
に

集
中
す
る
！健康体操

健康講座

イキイキ

　

４
月
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
職
員
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
健
康
体
操
と
健
康
講
座
の

２
部
構
成
に
一
新
し
、「
イ
キ
イ

キ
健
康
体
操
・
健
康
講
座
」を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

イ
キ
イ
キ
健
康
体
操
・

健
康
講
座
と
は
？

ど
こ
で
行
わ
れ
る
の
？

 日　程 曜日 テーマ 講　師　

イキイキ健康体操・健康講座 予定表 参加費無
料

新小文字スマイルスタジオ会　場

時　間 ●受　付 12:45～13:00 ●健康講座 14:00～●健康体操 13:30～
お問い合わせは 健康体操・健康講座

担当 奥田・安田まで 093-391-1001

 7月11日 木 高齢者と薬について 薬剤科職員

 7月25日 木 肩の痛みについて 整形外科医長 渡邊 匡能 医師

 8月22日 木 動脈硬化に関する疾患 副院長兼内科主任部長 遠山 奈雅博 医師

 9月19日 木 介護保険について 連携室職員

 9月26日 木 脊椎の病気について 脊髄脊椎外科主任部長 髙橋 雄一 医師

 10月10日 木 どう違う？CTとMRI 放射線科職員
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手
術
室
副
師
長
の
岡
本
で
す
。

　

病
気
や
怪
我
で
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
は
日

常
生
活
に
制
限
を
強
い
ら
れ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
大
き
な
不
安
や
心
細
さ
を
抱
か
れ
る

と
思
い
ま
す
。
特
に「
手
術
」と
な
る
と
そ
れ

が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
当
手
術
室
で
は「
安
全
・
安
心
に

周
術
期
看
護
を
実
践
す
る
」こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
手
術
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
看
護
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

手
術
前
日
に
は
術
前
訪
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
術
前
訪
問
は
当
日
担
当
す
る
看
護
師
が

病
室
を
訪
問
し
入
室
か
ら
麻
酔
導
入
ま
で
や

手
術
終
了
後
の
流
れ
な
ど
を
説
明
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
手
術
内
容
に
関
し
ま
し
て
は
医
師

か
ら
の
説
明
に
な
り
ま
す
の
で
お
答
え
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
手
術
中
に
音

楽
を
流
し
て
ほ
し
い
・
寒
が
り
な
の
で
部
屋

を
暖
か
く
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
が
あ
れ

ば
可
能
な
限
り
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

ご
相
談
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

手
術
開
始
時
に
は
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
行
い
、

医
師
・
看
護
師
は
必
ず
手
を
休
め
、患
者
氏
名
・

手
術
部
位
・
術
式
の
再
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
手
術
終
了
前
に
は
最
低
３
回
の
ガ
ー

ゼ
カ
ウ
ン
ト
・
器
械
カ
ウ
ン
ト
を
行
い
体
内

遺
残
防
止
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
日
本
麻
酔
科
学
会
認
定
の
周

術
期
管
理
チ
ー
ム
看
護
師
を
増
員
し
３
名
体

制
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

活
発
な
活
動
が
出
来
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
よ
い
手
術
室
看
護
の
提
供
を

目
指
し
て
、
患
者
さ
ん
に
新
小
文
字
病
院
で

手
術
を
し
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
頂

け
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

病
棟
シ
リ
ー
ズ

手
術
室
副
師
長　

岡
本 

真
美

第
２
回

　

当
院
は
、平
成
17
年
５
月
に
門
司

区
大
里
戸
ノ
上
に
て
開
業
し
ま
し

た
。
な
る
べ
く
何
か
所
も
患
者
さ
ん

が
回
ら
な
く
て
い
い
よ
う
、内
科
・

外
科
や
そ
の
他
の
科
に
対
し
て
も

診
療
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
専
門

医
に
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
小
児
に
関
し
て
も
対
応
す

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
検
査
に

関
し
て
は
、血
液
検
査
は
も
ち
ろ
ん
、

Ｘ
ー
Ｐ
、超
音
波
検
査
、上
部
内
視

鏡
検
査
等
に
も
対
応
し
、簡
単
な
外

来
手
術
も
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
も

と
も
と
開
業
を
視
野
に
入
れ
、東
京

の
大
学
病
院
に
て
一
般
外
科
は
も

ち
ろ
ん
三
次
救
命
セ
ン
タ
ー
に
も

従
事
し
、研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
仕
事
後
や
学
校
後
の
受

診
が
時
間
的
に
し
辛
い
こ
と
を
踏

ま
え
、な
る
べ
く
色
々
な
患
者
さ
ん

が
受
診
し
や
す
い
よ
う
診
療
時
間

も
午
前
９
時
か
ら
１３
時
ま
で
、午
後

も
１４
時
か
ら
１９
時
ま
で
と
な
る
べ

く
時
間
を
と
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
土
曜
日
の
午
後
の
み

外
来
を
休
診
す
る
代
わ
り
に
、そ
の

時
間
を
使
っ
て
訪
問
診
療
を
行
う

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
外
来
の
み
の
為
、簡
単

な
外
来
手
術
以
外
の
手
術
を
要
す

る
方
や
、症
状
の
悪
化
等
に
よ
り
入

院
加
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
為
、そ
の
よ
う
な

方
々
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
当
院
で
は

診
療
時
間
が
長
い
為
、１７
時
以
降
に

他
科
の
受
診
や
入
院
加
療
の
必
要

性
の
あ
る
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

救
急
外
来
で
対
応
し
、受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
病
院
が
門
司
区
内
で

は
ほ
ぼ
な
い
為
、と
て
も
助
か
っ
て

お
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
丁
寧
な
対
応
と
、わ

か
り
易
い
詳
し
い
説
明
を
心
が
け

て
お
り
ま
す
。
安
心
し
て
受
診
し
や

す
い
と
言
わ
れ
る
様
な
環
境
作
り

を
こ
れ
か
ら
も
心
が
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
く
こ
の
よ
う
な
状
態
は
ど
こ

の
科
を
受
診
し
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
、と
い
っ
た
声
を
伺
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
際
ま
ず
気
軽
に
受
診

し
、御
相
談
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。し
っ

か
り
と
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
、場

合
に
よ
り
必
要
な
科
に
紹
介
受
診

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
方
に
寄
り
添
っ
て
、し
っ

か
り
と
当
地
に
根
付
い
た
医
療
を

行
っ
て
い
け
る
よ
う
、精
進
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

かかりつけ医紹介 ㉓

〒800-0024
福岡県北九州市門司区大里戸ノ上1-9-33

093-372-8180
外科・内科・消化器内科・肛門外科

住 所

TEL

診療科

月診察・受付時間 火 水 木 金 土

9：00～13：00午前

午後 14：00～19：00

● 日曜日、祝日／休診

丁
寧
な
対
応
と
分
か
り
や
す
い
説
明
で

安
心
し
て
受
診
で
き
る

院
長
　
大
谷 

友
美

天
華
外
科
医
院

て

ん

げ

至門司港
鹿児島本線

JR 門司駅

ヤクルト
せき
動物病院

サンキュー
ドラッグ

門司柳町
郵便局

えんや

大里交番

福岡銀行

門司郵便局 大里戸ノ上

御所神社前

戸ノ上一丁目 萩ヶ丘小学校入口

至小倉

3

71

柳町三丁目 柳町二丁目

柳町一丁目

しまむら

ゆめマート

門司駅前西

天華外科医院不
老
通
り

柳
中
央
通
り

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
と

　
特
色
、病
院
の
概
要

1. 参加費 無料
2. 毎月第３木曜日の18時～19時まで。　実践を含む研修は18時～19時30分まで。
3. 時間が変更になる場合があります

2019年の施設参加型研修会の後期開催予定が
下記のような日時と研修テーマで決まりましたので、参加くださいますようご案内します。
また、後期開催でも施設に限らず診療所及びクリニック職員の参加も歓迎いたします。
なお、お問い合わせは医療連携室の佐藤、河野、高牟禮まで。

新小文字病院 2019年度 施設参加型研修会
後期開催予定のご案内

2019年 ⑦ 11月21日（木）

 ⑧ 12月19日（木）

2020年 ⑨ 1月16日（木）

 ⑩ 2月20日（木）

 ⑪ 3月19日（木）

呼吸・循環・意識レベル
～みんなで察知！ 異常に気づける。観察ポイント～

栄！栄！養！～安全な食事介助と食事形態～
STと栄養科コラボの企画♪

未定

腰痛予防～腰に優しい介護技術～
あなたの腰を守りましょう♪

安全管理「基礎編」事例検討
～グループワークを通して、みんなで考えよう！～ 18:00 ～ 19:00

18:00 ～ 19:30

18:00 ～ 19:30

18:00 ～ 19:30

18:00 ～ 19:30

栄養科・リハビリ
（ST言語聴覚士）

医療安全感染管理室
セーフティマネージャー

脳卒中リハビリテーション
看護認定看護師

リハビリ
（PT理学療法士・OT作業療法士）

集中ケア認定看護師
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 実施予定日 研修テーマ 講　師 時　間
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